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奄美地域市町村の普通交付税の推移

一与論町を中心に－

朴源（鹿児島大学法文学部）

１はじめに

前回（｢奄美地域市町村の地方交付税の推

移」『奄美ニユーズレター」Ｎｏ．８，２００４年

８月）は，奄美地域市町村の地方交付税の決

算額推移を，地方交付税総額の決定と関連づ

けながら考察した。今回は，2004年度の普

通交付税の交付決定額を新たに追加するとと

もに，2000年度から2004年度までの減少率

が著しく大きい与論町の事'情をとりあげてみ

たい。

なお，本稿の執筆に際しては，与論町総務

課の山下哲博財政係長より，多大なご教示を

頂いた。心よりお礼申し上げたい。ただし，

いうまでもないが，本稿にありうる誤りには

朴が全責任を負っている。

名瀬市（約87.9％)，笠利町（約86.6％)，知

名町（約86.6％)，龍郷町（約85.0％）が続い

ている。

他方，減少幅が最も大きいのは住用村（約

81.3％）で，これに与論町（約81.4％)，徳之

島町（約82.4％)，大和村（約82.8％）が続い

ている。以下では，与論町の個別的な状況を

観察してみよう。

３与論町の普通交付税総括表

表２は，与論町の2004年度分の普通交付

税総括表である。基準財政需要額は，基本的

に経常経費，投資的経費，および公債費を

合計した金額から，臨時財政対策債振替相当

額を控除して求められる。そして，この基準

財政需要額から基準財政収入額を差し引くと，

普通交付税の交付基準額が得られる。

従って，基準財政需要額が大きければ大き

いほど，そして基準財政収入額が小さければ

小さいほど，普通交付税の交付基準額が大き

くなる。

与論町の2004年度の交付基準額は，基準

財政需要額が前年度に比べ約3301万円減少

し，基準財政収入額が約2011万円増大した

結果，約5312万円減少した。

表３は，与論町の普通交付税総括表に関し

て，2000年度から2004年度までの推移を示

している。それによれば，2004年度の基準

財政収入額の規模は2000年度とあまり変わ

らない（約101.5％）が，基準財政需要額の規

模は大きく縮小されている（約84.6％)。

基準財政需要額の内訳をみると，経常経費

と公債費の規模には大きな変化がみられない

(2004年度は2000年度のそれぞれ，約100.2％，

２奄美地域市町村の普通交付税の推移

表１は，奄美地域市町村の普通交付税に関

して，2000年度から2004年度までの推移を

示している。地方交付税の総額は，2000年

度において頂点に達し，その後は著しく減少

している。奄美地域市町村も例外ではなく，

普通交付税の１４市町村の合計額は，２０００

年度においては約424億円であったが，２００４

年度においては約360億円に減少し，2000年

度の約85％の水準となった。

対前年度増減率でみると，2001年度が-

2.76％，2002年度が-5.35％，2003年度が

-5.65％，そして2004年度が-2.20％となっ

ており，2002年度と2003年度の減少率が大

きい。

個別市町村の減少幅をみると，和泊町が最

も小さく，2004年度の普通交付税の規模は

2000年度の約90.1％となっている。これに，
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単位費用の減により約3475万円減少した。

最後に農業行政費については，事業費補正

係数の増により６２万円増大したが，単位費用

の減により約1433万円減少した。

約105.2％）が，投資的経費の規模は劇的に縮

小された（同，約66.3％)。以下では，投資的

経費が縮小された原因を考えてみよう。

４与論町の投資的経費

表４は，与論町の投資的経費の基準財政需

要額を示している。投資的経費の合計は，

2003年度は約５億円であったが，2004年度

は約４億円で，１億円ほど減少している。

減少額が特に大きい費目は，企画調整費

（約3258万円)，その他の諸費（人口）（約

1672万円)，および農業行政費(約1348万円）

で，これら三つの費目の減少額の合計6278

万円が，全体の減少額の６割を超えている。

それぞれの主な減少理由をみてみよう。

まず企画振興費については，事業費補正係

数の減による影響額が-2053万円，投資補

正係数の減による影響額が-551万円，そし

て単位費用の減による影響額が-207万円で

ある。

その他諸費（人口）については，遠隔地補

正係数の増により約1383万円増大し，態様

補正係数の増により約273万円増大したが，

５おわりに

与論町の2004年度普通交付税の交付基準

額は約18億円で，1992年以来，最も少ない金

額である。最も多かった2000年度と比べる

と，約４億円以上の減少で，約８割の水準に

なっている。これからの財政運営は，非常に

厳しくなるであろう。

ただし，前回も指摘したように，市町村合

併をしても普通交付税が増えるわけではない。

市町村合併は，普通交付税を増やすための手

段ではなく，財政を効率的に運営するための

手段として理解されるべきであろう。

自治体財政の運営に際しては，「効率」以外

の側面も重視すべきであろうし，また，効率

を重視するとしても，市町村合併が唯一の手

段となる訳ではない。与論町の今後を注意深

く見守りたい。
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表１奄美地域14市町村の普通交付税の推移

金額（千円）

２０００

（Ａ）

７，３２７，２６２

１，７６０，５０９

１，７２０，８５１

４，６７４，４１４

１，５３３，０４９

2,322,249

2,748,520

3,084,078

３，５１２，８９５

２，８３２，００７

２，９６０，０５０

2,950,557

２，７９０，６３９

２，２１２，９６２

４２，４３０，０４２

２００１

（Ｂ）

7,134,428

1,724,734

1,689,235

4,386,790

１，４７７，８１８

2,230,369

２，６５８，５９２

3,004,350

３，４８１，８８５

2,822,042

2,922,025

2,845,260

2,727,561

２，１５４，８６３

４１，２５９，９５２

２００２

（Ｃ）

６，９４１，０６１

１，６４８，１９０

１，５９８，８５４

4,230,348

１，３７５，６８２

2,043,589

2,491,103

2,852,449

3,225,730

２，５９７，０５３

2,679,156

2,737,403

2,601,496

2,030,738

39,052,852

２００３

（Ｄ）

６，５５９，９０９

1,560,599

１，５０１，１５９

４，０８７，７９２

1,296,160

２，０１４，７０２

2,324,920

2,662,651

3,061,080

２，４１５，７９８

2,488,417

２，５７３，１２３

2,443,217

1,854,903

36,844,430

２００４

（Ｅ）

6,438,566

1,457,297

１，４３９，５３５

３，９１５，５７３

1,246,092

1,974,457

２，３７９，５１４

２，５６９，２７６

２，８９３，６５２

２，３９０，３９３

2,469,596

2,658,945

２，３９９，３５５

1,802,205

36,034,456

市町村

名瀬市

大和村

宇検村

瀬戸内町

住用村

龍郷町

笠利町

喜界町

徳之島町

天城町

伊仙町

和泊町

知名町

与論町

合計

比率（％）

市町村

名瀬市

大和村

宇検村

瀬戸内町

住用村

龍郷町

笠利町

喜界町

徳之島町

天城町

伊仙町

和泊町

知名町

与論町

合計

ｊＡ
７
７
６
５
０
４
３
１
２
５
２
３
４
７
４

／
閉
刈
皿
珊
Ｍ
Ｍ
町
別
肌
朋
帥
仙
而
冊
ｎ

Ｂ
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

く ｊＡ
３
２
１
０
４
０
３
９
３
０
１
８
２
７
４

／
邨
肌
刎
帖
Ｗ
Ｍ
Ｍ
型
岨
Ⅳ
肪
即
肋
Ⅳ
川

Ｃ
９
９
９
９
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９

く ｊＡ
３
４
３
５
５
６
９
４
４
０
７
１
５
２
４

／
肪
朋
囮
刈
妬
Ｗ
細
い
ｎ
冊
仙
囮
而
胡
Ｍ

Ｄ
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

く

(Ｅ／Ａ）

８７．８７

82.78

８３．６５

８３．７７

81.28

８５．０２

８６．５７

８３．３１

８２．３７

８４４１

８３．４３

９０．１２

８５．９８

８１．４４

８４．９３

(注）2003年度までは決算額。2004年度は交付基準額

３
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表２与論町の普通交付税総括表（2004年度）

区
分

一
…
’

(注）１．「錯誤措置額」欄には，減額の場合は△印を付すること。以下同じ。

２．「％」は小数点以下１位未満を四捨五入すること。

４

区
分 摘要

平成16年度算定

(Ａ）

平成15年度算定

(Ｂ）

差引

(Ａ)－(Ｂ）（Ｃ）

(Ｃ）

(Ｂ）
×１００(Ｄ）

基
準
財
政
需
要
額

基
準
財
政
需
要
額
総
括
表

経常（a）

投資（b）

公債費（c）

臨時財政対策債

振替相当額（d）

計（ｱ）

(a)＋(b)＋(c)－(｡）

錯誤措置額（ｲ）

(ｱ)＋(ｲ）（ｳ）

千円

1，６９４，１１６

397,169

2２２，７５４

1７８，５４８

2，１３５，４９１

(ｘ）

1１３

2,135,604

1,682,431

千円

502,247

2３３，８１６

249,997

2,168,497

2,168,497

千円

1１，６８５

△１０５，０７８

△１１，０６２

△71,449

△３３，００６

1１３

△３３，００６

０．７

％

△２０．９

△4.7

△２８．６

△1.5

△1.5

基
準
財
政
収
入
額

基準財政収入額

総括表（ｴ）

錯誤措置額（ｵ）

(ｴ)＋(ｵ）（力）

3２９，９５８

(ｙ）

△3６３

329,595

309,473

309,473

20,485

△３６３

2０，１１２

6.6

6.5

■－

ｊｉｉ１ (ｳ)－(力） 1，８０６，００９ 1,859,024 △５３，０１５ △2.9
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表３与論町の普通交付税の推移
金額（千円）

２０００

（Ａ）

1,690,820

５９９，００６

２１１，７６６

２４，０００

２００１

（Ｂ）

1,693,410

５８７，３０６

２１７，２６９

２００２

（Ｃ）

1，６２４，６１６

５１２，７２３

２２７，５８８

２００３

（Ｄ）

1,682,431

５０２，２４７

２３３，８１６

２００４

（Ｅ）

1,694,116

３９７，１６９

２２２，７５４

項目

経常（Ａ）

投資（Ｂ）

公債費（Ｃ）

農産漁村地域活性化対策費（Ｄ）

臨時財政対策債振替相当額（Ｅ）

基準財政需要額総括表伍=A+B+C+D-E）

錯誤措置額（Ｇ）

基準財政需要額（Ｈ＝Ｆ＋Ｇ）

基準財政収入額総括表（１）

錯誤措置額（Ｊ）

基準財政収入額（Ｋ＝Ｉ＋Ｊ）

交付基準額（Ｌ＝Ｈ－Ｋ）

１７８，５４８

２，１３５，４９１

１１３

２，１３５，６０４

３２９，９５８
－３６３

３２９，５９５

1.806.009

249,997

2,168,4972,525,5922,497,985 2，３６４，９２７

－２７５

２，３６４，６５２

329,482

２，９７７

332,459

2.032.193

2，５２５，５９２

324,814

2，４９７，９８５

３４１，２７２

2,168,497

３０９，４７３

324,814

2.200.778

３４１，２７２

２．１５６．７１３

３０９，４７３

１．８５９．０２４

比率（％）

項目

経常（Ａ）

投資（Ｂ）

公債費（Ｃ）

農産漁村地域活`性化対策費（Ｄ）

臨時財政対策債振替相当額（Ｅ）

基準財政需要額（Ｈ＝Ｆ＋Ｇ）

基準財政収入額（Ｋ＝Ｉ＋Ｊ）

交付基準額（Ｌ＝Ｈ－Ｋ）

(Ｂ／Ａ）

１００．１５

９８．０５

１０２．６０

０．００

(Ｃ／Ａ）

９６．０８

８５．６０

１０７．４７

０．００

(Ｄ／Ａ）

99.50

８３．８５

１１０．４１

０．００

皆増

８５．８６

９５．２８

８４．４７

(Ｅ／Ａ)

１００．１９

66.30

１０５．１９

０．００

皆増
84.56

１０１．４７

82.06

98.91

105.07

98.00

９３．６３

１０２．３５

92.34

表４与論町の基準財政需要額に関する調（投資的経費）
(単位：千円，％）

基準財政需要額 増減額
Ａ－Ｂ

測定単位
伸率

Ｆ

０．８

３．７

５．９

区分 平成15年度
Ａ

平成14年度
Ｂ Ｃ

道路橋りょう費

港湾費（港湾）

港湾費（漁港）

都市計画費

公園費

下水道費

その他の土木費

小学校費

中学校費

高等学校費

その他の教育費

社会福祉費

高齢者保健福祉費

清掃費

農業行政費

その他の産業経済費

企画振興費

その他の諸費（人口）

その他の諸費（面積）

投資的経費計

５１，０８４

１４，６５８

１５，７５５

57,100

14,356

15,783

－６，０１６

３０２

－２８

－１０．５

２．１

－０．２

６
７
１
７
４
８
９
１
１
０
１
１
１
６
７
４
０
５
７

９
１
３
６
５
４
７
０
０
０
０
４
３
５
４
７
５
９
７

９

引
一
一
一
一
一
一
３
２

｜
｜
｜
｜
’

５

２，９７６

４，１２９

２６，９７１

１９，０２１

１７，３６７

３，１４７

４，０９０

２７，７３９

２０，６５０

１８，１７２

１
９
８
９
５

７
３
６
２
０

１
７
６
８

｜
Ｌ
’

４
０
８
９
４

５
１
２
７
４

｜
｜
’

０
０
０
３
０

０
０
０
４
０

△
皿

７，８６６

１４，４２１

１２，９５５

１６，２８６

５２，５３６

１，８７５

１１４，４０１

１１５，５５７

１４，３８９

９，０５７

１６，０９３

１４，２５２

１５，６３３

５６，５３０

2,430

146,718

125,691

１７，１７６ilLllLjiLillllli
－１，１９１

－１，６７２

－１，２９７

６５３
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